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物価高騰に対する支援事業
橋本市では、物価高騰に対する生活支援と事業者支援として、国の地方創生臨時交
付金を活用し、次の事業を実施します。
� 【福祉課、産業振興課、政策企画課、こども課、学校給食センター】

物価高騰対応支援給付金

●給付額
①住民税非課税世帯　
　一世帯あたり３万円
②子育て世帯　
　児童一人あたり２万円
●対象　
①住民税非課税世帯　

次のすべての要件に該当する世帯
・令和６年12月13日時点で本市に住民登録

がある
・世帯全員が令和６年度住民税非課税である
・住民税課税者の扶養親族のみで構成される

世帯でない
②子育て世帯　

上記の世帯のうち平成18年４月２日以降に
生まれた児童を扶養している

エネルギーや食料品価格などの物価高騰による負担増を踏まえ、住民税非課税
世帯と、それら対象世帯のうち18歳以下の児童を扶養している子育て世帯に対
し、給付金を支給します。

●支給方法
◦「支給のお知らせ」が届いた場合、記載の金融

機関口座へ振り込まれます。
◦「確認書」が届いた場合、必要事項を記入の上、

必要書類と併せて郵送してください。
詳しくは、送付する「支給のお知らせ」や「確認
書」、市ホームページなどでご確認ください。

●確認書の申請期限
５月30日㈮

●給付の開始時期
３月下旬（予定）

●問合せ　
◦橋本市物価高騰対応支援給付金コールセンター 

※現在調整中。決定次第、市ホームページで公
開します。

◦福祉課 ☎33-3708

認可保育所、こど
も園、児童発達支援
施設などに在籍する
市内在住の児童の保
護者に対して、令和
７年度の１年間給食
費を無償化します。

また、市立小・
中学校の給食については、給食に使用す
る食材価格が高騰するなか、給食の量や
質を維持するための予算を計上しました。
詳しくは、保育園やこども園、支援施設、
小中学校からの案内をご確認ください。
●問合せ

◦保育園、こども園、児童発達支援施
設の給食費について
こども課 ☎33-6102

◦小・中学校の給食費について
橋本市学校給食センター 
☎39-2338

給食費の負担増を軽減します
橋本市学校給食センター

市内での消費を喚起し、市内事業者への支援を行うため、
地域通貨加盟店舗で使用できる20％のプレミアム付デジタ
ル地域通貨「Hashi-Mo」を販売します。
●販売額

◦一人あたり30,000円まで購入可能
◦ 購 入 額 の 2 0 ％ を プ レ ミ ア ム 分 と し て 付 与 し ま す

（30,000円購入の場合、36,000円分の地域通貨が使え
ます）。

◦プレミアム分は加盟店舗のうち地元店舗で利用可能
●販売開始時期　５月中旬から
●使用期限　令和８年１月末
●その他　

「Hashi-Mo」はスマートフォンを利用するアプリ型と
カード型があります。購入方法など詳しくは、広報はしも
と４月号でお知らせします。
●問合せ

◦プレミアム付デジタル地域通貨事業について
産業振興課 ☎33-1247

◦Hashi-Moアプリ型・カード型について
政策企画課 ☎33-1576

プレミアム付デジタル地域通貨を発行します
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あたたかいご寄附をいただきました

昨年９月22日に開催した「みんなあつまれ !
橋っ子祭り」に出店していただいた「アルク
kiddy CAT 英語教室御幸ケ丘校」から、当日の
売上げをご寄附いただきました。このご寄附は先
方から、本市の子どもを支援する事業に寄附した
いと申し出があり、昨年12月13日に、出店した
子どもたちの代表が市役所まで届けにきてくれま
した。

いただいたご寄附は、４月１日に開園する紀見
こども園の絵本の購入に使わせていただきます。
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